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  薩摩半島地域で測定された微小粒子状物質 85 
られることから、北～西の季節風が卓越する時期に
おいてその傾向が強いと考えられる。 
 
 
７．まとめ 
 
 先行研究から、桜島火山から比較的遠距離に位置
する測定局では、SPMとPM2.5値は年間を通して互
いに強い正の相関を示し、特に黄砂の影響が強いと
考えられる春季にはその相関は非常に強いことが明
らかになっている（坂本，2019a）。本研究でもそれ
を裏付けるような結果となったが、さらに今回の研
究対象とした2014年から2018年では、冬季から春季
にかけて薩摩半島上で75㎞の距離にある出水局なら
びに南さつま局において、１時間値という比較的短
い時間間隔の中で、PM2.5の濃度変化や高濃度事象
が同じような傾向を示しながら挙動していることが
わかった。またこれはSPMについても同様の濃度変
化傾向を持つと推測される。 
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